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３．家族観・結婚観

（１）結婚の意思

「結婚したい」が 57.3%と最も多く、「できれば結婚したい」の 25.5%を合わせ

ると、８割を超える高校生が結婚を望んでいる。

しかし、「わからない」、「結婚したくない」、「できれば結婚したくない」などの

回答は合わせて 13.8%と１割を超えている。

男女別では、「結婚したい」は女性が多く、「できれば結婚したい」は男性が多く

なっている。

学科別では、「結婚したい」は専門

学科が多く、「できれば結婚したい」

は普通科が多い。

前回調査と比べると、「できれば結

婚したい」が増え、他の項目は減って

いる。

結婚の意思 上段：回答数、下段：割合

合計 結婚したい
できれば結
婚したい

できれば結婚し
たくない

結婚した
くない

わからない 不明

1194 684 304 18 24 123 41全体
100.0 57.3 25.5 1.5 2.0 10.3 3.4

608 341 167 11 9 65 15男性
100.0 56.1 27.5 1.8 1.5 10.7 2.5

586 343 137 7 15 58 26
女性

100.0 58.5 23.4 1.2 2.6 9.9 4.4
584 324 158 8 12 63 19普通科

100.0 55.5 27.1 1.4 2.1 10.8 3.3
610 360 146 10 12 60 22

専門学科
100.0 59.0 23.9 1.6 2.0 9.8 3.6

57.3

25.5

1.5

2.0

10.3

3.4

60.6

20.9

1.7

2.7

13.8

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70

結婚したい

できれば結婚したい

できれば結婚したくない

結婚したくない

わからない

不明

(%)

結婚の意志（単数回答 n=1194）

不明

3.4%

結婚したい

57.3%

できれば結婚

したくない

1.5%

結婚したくない

2.0%

わからない

10.3%

できれば結婚したい

25.5%

結婚の意思（単数回答 n=1194）

結婚の意思（単数回答）【前回比較】

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

したくない
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●結婚したい年齢

「結婚したい」、「できれば結婚したい」と回答した 988 人に結婚したい年齢を

質問した。

「25 歳までには結婚したい」が 56.3%と最も多い。次いで、「30 歳までに結婚

したい」が 26.6%、「20 歳までには結婚したい」5.2%となっており、30 歳までに

結婚したいとする割合は 88.1%と 9 割近くに達している。

男女別では、女性は「25 歳

までには結婚したい」が男性

より多い。

前回調査と比べると、「30

歳までに結婚したい」とす

る回答が増えている。

結婚したい年齢 上段：回答数、下段：割合

合計
20 歳まで
には結婚
したい

25 歳まで
には結婚
したい

30 歳まで
に結婚し
たい

30 歳を過ぎ
て結婚した
い

いい人に出会
ったら年齢に
関係なく結婚
したい

特に考え
ていない

不明

988 51 556 263 11 69 33 5全体
100.0 5.2 56.3 26.6 1.1 7.0 3.3 0.5

508 27 246 149 11 47 24 4男性
100.0 5.3 48.4 29.3 2.2 9.3 4.7 0.8

480 24 310 114 0 22 9 1
女性

100.0 5.0 64.6 23.8 0.0 4.6 1.9 0.2

482 15 258 158 6 30 13 2普通科
100.0 3.1 53.5 32.8 1.2 6.2 2.7 0.4

506 36 298 105 5 39 20 3
専門学科

100.0 7.1 58.9 20.8 1.0 7.7 4.0 0.6

不明

0.5%

25歳までには結婚したい

56.3%

いい人に出会ったら年齢

に関係なく結婚したい

7.0%

30歳を過ぎて結婚したい

1.1%

30歳までには結婚したい

26.6%

20歳までには結婚したい

5.2%

特に考えていない

3.3%

結婚したい年齢（単数回答 n=988）

3.3

0.5

2.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

56.3
56.425 歳までには結婚したい

26.6
20.530 歳までに結婚したい

7.0
11.9

いい人に出会ったら年齢
に関係なく結婚したい

5.2
8.020 歳までには結婚したい

1.1
0.4

30 歳を過ぎて結婚したい

特に考えていない

不明

(%)

平成 20 年度（n=988）

平成15年度（n=1033）

結婚したい年齢（単数回答）【前回比較】

30 歳までに結婚したい

に関係なく結婚したい
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（２）将来欲しい子どもの数

「2 人」が 49.2%と最も高い割合となっている。次いで、「3 人」が 24.4%、「4

人以上」が 3.4%となっている。一方、「わからない」が 14.5%、「子どもは欲しく

ない」が 3.4%となった。

男女別では、男性で 18.9％が「わからない」としており、女性の 9.9%の２倍近

くになっている。また、男性より女性、専門学科より普通科で「子どもは欲しく

ない」とする回答が多くなっている。

前回調査と比べると、「1 人」、

「2 人」が減って、かわりに「3

人」、「4 人以上」が増えている。

ただし、「わからない」と「子

どもは欲しくない」もわずかで

はあるが増えている。

将来欲しい子どもの数 上段：回答数、下段：割合

合計 １人 ２人 ３人 ４人以上
子どもは
欲しくない

わからない 不明

1194 39 587 291 40 41 173 23全体
100.0 3.3 49.2 24.4 3.4 3.4 14.5 1.9

608 23 276 145 23 16 115 10男性
100.0 3.8 45.4 23.8 3.8 2.6 18.9 1.6

586 16 311 146 17 25 58 13
女性

100.0 2.7 53.1 24.9 2.9 4.3 9.9 2.2

584 18 290 136 17 23 88 12普通科
100.0 3.1 49.7 23.3 2.9 3.9 15.1 2.1

610 21 297 155 23 18 85 11
専門学科

100.0 3.4 48.7 25.4 3.8 3.0 13.9 1.8

２人
49.2%

不明
1.9% １人

3.3%

24.4%
３人

４人以上
3.4%

子どもは欲しくない
3.4%

わからない

14.5%

3.4
3.0

子どもは欲しくない

0 10 20 30 40 50 60

49.2
52.9２人

24.4
22.9３人

14.5
13.8

わからない

3.4
2.6

４人以上

1.9
0.9

不明

(%)

3.9
3.3

１人

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

将来欲しい子どもの数（単数回答 n=1194）

将来欲しい子どもの数（単数回答）【前回比較】
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●子どもが欲しくない理由

「子どもは欲しくない」とした 41 人に、その理由を質問した。

「子どもが好きではないから」が 34.1%、次いで「結婚する気がないから」が

31.7%となった。「お金がかかるから」が 24.4%、「子育てが不安だから」が 22.0%

と、将来の子育てについての不安を理由としている。

前回調査と比べると、「子どもが好きではないから」、「子育てが不安だから」、「好

きなことができないから」、「産むのが怖いから」などの回答が減り、かわりに、「結

婚する気がないから」や「仕事が続けられないから」などが増えている。

子どもが欲しくない理由 上段：回答数、下段：割合

合計

子ども
が好き
ではな
いから

結婚す
る気が
ないか
ら

お金が
かかる
から

子育て
が不安
だから

好きな
ことが
できな
いから

産むの
が怖い
から

仕事が
続けら
れない
から

その他
特に理
由はな
い

不明

41 14 13 10 9 7 7 7 0 3 2
全体

100.0 34.1 31.7 24.4 22.0 17.1 17.1 17.1 0.0 7.3 4.9

16 7 5 5 3 2 0 3 0 1 0
男性

100.0 43.8 31.3 31.3 18.8 12.5 0.0 18.8 0.0 6.3 0.0

25 7 8 5 6 5 7 4 0 2 2
女性

100.0 28.0 32.0 20.0 24.0 20.0 28.0 16.0 0.0 8.0 8.0

23 8 8 4 7 3 4 5 0 2 0
普通科

100.0 34.8 34.8 17.4 30.4 13 17.4 21.7 0.0 8.7 0.0

18 6 5 6 2 4 3 2 0 1 2
専門学科

100.0 33.3 27.8 33.3 11.1 22.2 16.7 11.1 0.0 5.6 11.1

34.1

31.7

24.4

22.0

17.1

17.1

17.1

0.0

7.3

4.9

44.7

26.3

23.7

28.9

21.1

23.7

7.9

2.6

7.9

0.0

0 10 20 30 40 50

子どもが好きではないから

結婚する気がないから

お金がかかるから

子育てが不安だから

好きなことができないから

産むのが怖いから

仕事が続けられないから

その他

特に理由はない

不明

(%)

平成20年度（n=41）

平成 15年度（n=38）

子どもが欲しくない理由（複数回答（2つまで））【前回比較】
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（３）性別による役割分担の考え方

「男は仕事、女は家庭」など性別によって役割を固定する考え方については、「同

感しない」が 45.5%、「どちらかといえば同感しない」が 20.4%と性別による役割

分担に否定的な考え方が多い。

男女別では、女性で「同

感しない」が男性より多い。

学科別では、普通科で「同

感しない」が専門学科より

多い。

前回調査と選択肢が異な

るが「同感しない」が減っ

ている。

性別による役割分担の考え方 上段：回答数、下段：割合

合計 同感しない
どちらかとい
えば同感しな
い

どちらかと
いえば同感
する

同感する わからない 不明

1194 543 244 212 57 136 2全体
100.0 45.5 20.4 17.8 4.8 11.4 0.2

608 254 125 112 39 76 2男性
100.0 41.8 20.6 18.4 6.4 12.5 0.3

586 289 119 100 18 60 0
女性

100.0 49.3 20.3 17.1 3.1 10.2 0.0
584 295 118 83 21 67 0普通科

100.0 50.5 20.2 14.2 3.6 11.5 0.0
610 248 126 129 36 69 2

専門学科
100.0 40.7 20.7 21.1 5.9 11.3 0.3

45.5

20.4

17.8

4.8

11.4

0.2

61.1

0.0

0.0

4.2

8.7

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70

同感しない

どちらかといえば同感しない

（前回項目なし）

どちらかといえば同感する

（前回項目なし）

同感する

わからない

不明

(%)

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

性別による役割分担の考え方（単数回答）【前回比較】

性別による役割分担の考え方（単数回答 n=1194）

同感しない

45.5%

20.4%

どちらかといえば
同感しない

どちらかといえ
ば同感する

17.8%

同感する
4.8%

わからない
11.4%

0.2%
不明
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（４）少子化現象の受け止め方

少子化現象をどのように受け止めるかについては、「働く若者の数が減少し、経

済的に成長が低下する」が 54.7%、「年金などの社会保障制度の維持が困難になる」

が 52.3%となった。

少子化現象の受け止め方 上段：回答数、下段：割合

合計

働く若者
の数が減
少し、経
済的に成
長が低下
する

年金など
の社会保
障制度の
維持が困
難になる

人口が減
少し、地
域の活気
がなくな
る

子どもが減
少し、子ども
同士が一緒
に遊ぶ機会
が少なくな
るため、子ど
もの成長に
影響が出る

人口が減少
すること
で、エネル
ギー問題や
環境問題に
ゆとりがで
てくる

その他
わから
ない

不明

1194 653 625 418 240 41 24 109 5
全体

100.0 54.7 52.3 35.0 20.1 3.4 2.0 9.1 0.4

608 311 287 237 137 27 15 61 3
男性

100.0 51.2 47.2 39.0 22.5 4.4 2.5 10.0 0.5

586 342 338 181 103 14 9 48 2
女性

100.0 58.4 57.7 30.9 17.6 2.4 1.5 8.2 0.3

584 318 341 182 104 21 16 49 1
普通科

100.0 54.5 58.4 31.2 17.8 3.6 2.7 8.4 0.2

610 335 284 236 136 20 8 60 4
専門学科

100.0 54.9 46.6 38.7 22.3 3.3 1.3 9.8 0.7

54.7

52.3

35.0

20.1

3.4

2.0

9.1

0.4

45.0

45.7

30.4

24.4

3.8

1.6

13.9

1.3

0 10 20 30 40 50 60

働く若者の数が減少し、経済的に成長が低下する

年金などの社会保障制度の維持が困難になる

人口が減少し、地域の活気がなくなる

子どもが減少し、子ども同士が一緒に遊ぶ機会

が少なくなるため、子どもの成長に影響がでる

人口が減少することで、エネルギー

問題や環境問題にゆとりがでてくる

その他

わからない

不明

(%)

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

少子化現象の受け止め方（単数回答（2 つまで））【前回比較】
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４．仕事観や将来

（１）将来希望する仕事

将来希望する仕事については、「自分の能力を発揮できる、やりがいのある仕事

に就きたい」が最も多く 73.5%となった。次いで、「収入の高い仕事に就きたい」

が 48.6%、「失業の不安のない仕事に就きたい」が 44.3%などとなっている。

男女別では、「収入の高い仕事に就きたい」の項目で 10 ポイントの差が見られ

る。

前回調査と比べると、「失業の不安のない仕事に就きたい」が 36.2%から 44.3%

と増えているのが特徴となっている。

将来希望する仕事 上段：回答数、下段：割合

合計

やりが
いのあ
る仕事
に就き
たい

収入の
高い仕
事に就
きたい

失業の
不安の
ない仕
事に就
きたい

自分で
会社を
おこし
たい

仕事は
ほどほ
どにし
たい

アルバ
イトや
パート
で自由
に働き
たい

転職し
て経験
を積ん
でいき
たい

親の仕
事を継
ぎたい

できれ
ば働き
たくな
い

わから
ない

不明

1194 878 580 529 42 31 26 22 21 19 39 3
全体

100.0 73.5 48.6 44.3 3.5 2.6 2.2 1.8 1.8 1.6 3.3 0.3

608 433 325 256 29 15 2 11 13 8 26 2
男性

100.0 71.2 53.5 42.1 4.8 2.5 0.3 1.8 2.1 1.3 4.3 0.3

586 445 255 273 13 16 24 11 8 11 13 1
女性

100.0 75.9 43.5 46.6 2.2 2.7 4.1 1.9 1.4 1.9 2.2 0.2

584 442 288 243 14 15 14 8 14 7 20 1
普通科

100.0 75.7 49.3 41.6 2.4 2.6 2.4 1.4 2.4 1.2 3.4 0.2

610 436 292 286 28 16 12 14 7 12 19 2
専門学科

100.0 71.5 47.9 46.9 4.6 2.6 2.0 2.3 1.1 2.0 3.1 0.3

73.5

48.6

44.3

3.5

2.6

2.2

1.6

3.3

0.3

45.7

36.2

4.9

3.0

3.5

1.9

2.6

0.8

76.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自分の能力を発揮できる、や
りがいのある仕事に就きたい

収入の高い仕事に就きたい

失業の不安のない仕事に就きたい

自分で会社をおこしたい

仕事はほどほどにしたい

アルバイトやパートで自由に働きたい

1.8
1.4親の仕事を継ぎたい

1.8
2.1

一つのところで定年まで働かず、転
職して色々な経験を積んでいきたい

できれば働きたくない

わからない

不明

(%)

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

将来希望する仕事（複数回答（2 つまで））【前回比較】
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（２）就職先の場所

「九州内」が 24.1%、「実家から通勤できなくてもいいが、熊本県内」が 18.5%、

「実家から通勤できる場所」が 13.7%となっており、合わせて 56.3%と半分以上が

県内や九州内で就職したいと考えている。

男女別では、「働く場所にはこだわ

らない」が、男性で 26.0%と女性の

17.4％に比べ高い割合となっている。

学科別では、専門学科では「九

州内」、「熊本県内」、「実家から通

勤できる場所」が普通科より多く、

普通科では、専門学科より「働く

場所にはこだわらない」などが多

い。

前回調査と比べると、「九州内」

が増え、「働く場所にはこだわらな

い」が減っているのが特徴となっ

ている。

就職先の場所 上段：回答数、下段：割合

合計 九州内 熊本県内
実家から
通勤でき
る場所

東京や大
阪などの
大都市圏

その他
働く場所
にはこだ
わらない

わからな
い

不明

1194 288 221 163 137 20 260 97 8
全体

100.0 24.1 18.5 13.7 11.5 1.7 21.8 8.1 0.7

608 133 104 82 71 9 158 46 5
男性

100.0 21.9 17.1 13.5 11.7 1.5 26.0 7.6 0.8

586 155 117 81 66 11 102 51 3
女性

100.0 26.5 20.0 13.8 11.3 1.9 17.4 8.7 0.5

584 131 94 61 75 12 147 63 1
普通科

100.0 22.4 16.1 10.4 12.8 2.1 25.2 10.8 0.2

610 157 127 102 62 8 113 34 7
専門学科

100.0 25.7 20.8 16.7 10.2 1.3 18.5 5.6 1.1

24.1

18.5

13.7

11.5

1.7

21.8

8.1

0.7

21.6

19.0

14.0

11.1

2.6

23.9

6.9

0.9

0 10 20 30

九州内

実家から通勤できなく
てもいいが、熊本県内

実家から通勤できる場所

東京や大阪などの大都市圏

その他

働く場所にはこだわらない

わからない

不明

(%)

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

就職先の場所（単数回答 n=1194）

就職先の場所（単数回答）【前回比較】

不明
0.7%

働く場所には
こだわらない

21.8%

九州内
24.1%

東京や大阪など
の大都市圏

11.5%

その他
1.7%

実家から通勤できなく
てもいいが、熊本県内

18.5%

わからない
8.1%

実家から通勤できる場所
13.7%
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（３）進路や将来のことについての相談相手

「家族や親戚」が 76.5%、次いで「友人や先輩」が 57.7%となり他の項目より

高くなった。一方、「誰にも相談していない」は 11.7%と１割を超えている。

男女別では、女性では「家族や親戚」、「友人や先輩」が男性より多く、それ以

外の項目では男性が多い。とくに、「だれにも相談していない」は女性の 7.5%に

対し 15.8%となっている。

学科別では、専門学科で「誰にも相談していない」、「友人や先輩」、「その他」

が普通科よりも多くなった。

前回調査と比べると、「誰にも相談していない」は減っている。

進路や将来のことについての相談相手 上段：回答数、下段：割合

合計
家族や
親戚

友人や
先輩

クラス
の担任
の先生

進路指
導の先
生

クラブ
の顧問
の先生

塾の
先生

その他

誰にも
相談し
ていな
い

不明

1194 913 689 167 32 21 20 16 140 2
全体

100.0 76.5 57.7 14.0 2.7 1.8 1.7 1.3 11.7 0.2

608 441 310 100 21 17 11 9 96 1
男性

100.0 72.5 51.0 16.4 3.5 2.8 1.8 1.5 15.8 0.2

586 472 379 67 11 4 9 7 44 1
女性

100.0 80.5 64.7 11.4 1.9 0.7 1.5 1.2 7.5 0.2

584 463 329 83 21 14 18 5 53 0
普通科

100.0 79.3 56.3 14.2 3.6 2.4 3.1 0.9 9.1 0.0

610 450 360 84 11 7 2 11 87 2
専門学科

100.0 73.8 59.0 13.8 1.8 1.1 0.3 1.8 14.3 0.3

1.7

76.5

57.7

14.0

2.7

1.8

1.7

1.3

11.7

0.2

68.1

53.2

9.9

4.0

1.6

2.5

16.3

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家族や親戚

友人や先輩

クラスの担任の先生

進路指導の先生

クラブの顧問の先生

塾の先生

その他

誰にも相談していない

不明

(%)

進路や将来のことについての相談相手（複数回答（2 つまで））【前回比較】

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）
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（４）フリーターに対する考え方

「いいとも悪いとも思わない」が 27.2%と最も多い。次いで、「良くないことだ

と思う」が 21.7%となった。「自分に向いた仕事が見つかるまでは良いと思う」が

17.5%、「正社員として就職が決まらなければやむをえないと思う」が 16.6%など

となっている。

男女の回答に大きな違いはみられないが、男性では「やりたい仕事ができ、良

いと思う」や「時間が自由であったり、人間関係が気楽そうで良いと思う」など

肯定的な回答と同時に、「良くないことだと思う」という否定的な回答も多い。女

性では「自分に向いた仕事が見つかるまでは良いと思う」、「正社員として就職が

決まらなければやむをえないと思う」、「いいとも悪いとも思わない」が多い。

学科別では、専門学科で「やりたい仕事ができ、良いと思う」、「人間関係が気

楽そうで良いと思う」、「良くないことだ」が普通科に比べ多い。

フリーターに対する考えかた 上段：回答数、下段：割合

合計
いいとも
悪いとも
思わない

良くない
ことだと
思う

自分に向い
た仕事が見
つかるまで
は良いと思
う

正社員とし
て就職が決
まらなけれ
ばやむをえ
ないと思う

時間が自由
であったり、
人間関係が
気楽そうで
良いと思う

やりたい
仕事がで
き、良い
と思う

わから
ない

不明

1194 325 259 209 198 60 36 92 15
全体

100.0 27.2 21.7 17.5 16.6 5.0 3.0 7.7 1.3

608 157 139 102 94 35 23 48 10
男性

100.0 25.8 22.9 16.8 15.5 5.8 3.8 7.9 1.6

586 168 120 107 104 25 13 44 5
女性

100.0 28.7 20.5 18.3 17.7 4.3 2.2 7.5 0.9

584 163 122 110 102 24 9 49 5
普通科

100.0 27.9 20.9 18.8 17.5 4.1 1.5 8.4 0.9

610 162 137 99 96 36 27 43 10
専門学科

100.0 26.6 22.5 16.2 15.7 5.9 4.4 7.0 1.6

フリーターに対する考え方（単数回答 n=1192）

17.5%

16.6%

5.0%

3.0 %

7.7%
1.3%

いいとも悪いとも思わない

27.2%

良くないことだと思う

21.7%

不明
わからない

やりたい仕事ができ、良いと思う

時間が自由であったり、人間
関係が気楽そうで良いと思う

正社員として就職が決まらな
ければやむをえないと思う

自分に向いた仕事が見
つかるまでは良いと思う
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前回調査と比べると、「良くないことだと思う」が 12.6%から 21.7%に、9.1 ポ

イント増加している。また、「自分に向いた仕事が見つかるまでは良いと思う」が

25.0%から 17.5%に 7.5 ポイント減少するなど、肯定的に評価する割合が減少し

ている。

その一方で、「いいとも悪いとも思わない」とする中間的な考えは増えている。

27.2

21.7

17.5

16.6

5.0

3.0

7.7

1.3

24.8

12.6

25.0

18.1

6.5

4.7

7.7

0.6

0 5 10 15 20 25 30

いいとも悪いとも思わない

良くないことだと思う

自分に向いた仕事が見
つかるまでは良いと思う

正社員として就職が決まらな
ければやむをえないと思う

時間が自由であったり、人間

関係が気楽そうで良いと思う

やりたい仕事ができ、良いと思う

わからない

不明

(%)

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）

フリーターに対する考え方（単数回答）【前回比較】
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（５）就職支援で希望すること

「インターンシップ（就業体験）などの実施」が 36.7%と最も多く、次いで、「き

め細やかな求人・求職情報の提供」が 31.6%となっている。

普通科と比べ、専門学科ではとくに「求人・求職情報」の回答が高い。

前回調査と比べると、「インターンシップ」や「求人・求職情報」などが増え、「技

術・能力を高めるための職業訓練」や「専門家によるカウンセリング等の就職支援」

などが減っている。

就職支援で希望すること 上段：回答数、下段：割合

合計

インタ
ーンシ
ップな
どの実
施

きめ細
やかな
求人・求
職情報
の提供

技術・
能力を
高める
ための
職業訓
練

専門家
による
カウン
セリン
グ等

企業の
人から
の職業
講話

就職し
た先輩
の話

進路指
導の強
化

求人企
業との
就職面
接会な
どの開
催

その他
特に
ない 不明

1194 438 377 313 213 177 147 116 99 11 157 13
全体

100.0 36.7 31.6 26.2 17.8 14.8 12.3 9.7 8.3 0.9 13.1 1.1

608 197 180 190 109 93 59 59 54 7 95 10
男性

100.0 32.4 29.6 31.3 17.9 15.3 9.7 9.7 8.9 1.2 15.6 1.6

586 241 197 123 104 84 88 57 45 4 62 3
女性

100.0 41.1 33.6 21.0 17.7 14.3 15.0 9.7 7.7 0.7 10.6 0.5

584 208 154 143 119 92 73 71 44 5 79 3
普通科

100.0 35.6 26.4 24.5 20.4 15.8 12.5 12.2 7.5 0.9 13.5 0.5

610 230 223 170 94 85 74 45 55 6 78 10
専門学科

100.0 37.7 36.6 27.9 15.4 13.9 12.1 7.4 9.0 1.0 12.8 1.6

36.7

31.6

26.2

17.8

14.8

12.3

9.7

8.3

0.9

13.1

1.1

32.0

30.2

30.5

23.6

8.0

11.0

8.8

9.3

0.8

14.8

1.1

0 10 20 30 40

インターンシップ(就業体験)などの実施

きめ細やかな求人・求職情報の提供

技術・能力を高めるための職業訓練

専門家による個人の能力や適性に

応じたカウンセリング等の就職支援

企業の人からの職業講話

(求めている人材など)

就職した先輩の話

進路指導の強化

求人企業との就職面接会などの開催

その他

特にない

不明

(%)

就職支援で希望すること（複数回答（2 つまで））【前回比較】

平成20年度（n=1194）

平成15年度（n=1268）
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●学科ごとの希望すること

学科ごとに全体平均に比べ特徴的な回答をみると、普通科では「カウンセリン

グ」や「進路指導」などが挙げられる。また、農業、工業、水産に関する学科で

は「インターンシップ」が、商業や家庭に関する学科で「求人・求職情報」など

となっている。福祉に関する学科では「カウンセリング」などの回答が多い。

就職支援で希望すること（学科別） 上段：回答数、下段：割合

合計

インタ
ーンシ
ップな
どの実
施

技術・
能力を
高める
ための
職業訓
練

専門家
による
カウン
セリン
グ等

求人企
業との
就職面
接会な
どの開
催

きめ細
やかな
求人・
求職情
報の提
供

企業の
人から
の職業
講話

就職し
た先輩
の話

進路指
導の強
化 その他

特に
ない 不明

1194 438 313 213 99 377 177 147 116 11 157 13
全体

100.0 36.7 26.2 17.8 8.3 31.6 14.8 12.3 9.7 0.9 13.1 1.1

584 208 143 119 44 154 92 73 71 5 79 3
普通科

100.0 35.7 24.4 20.4 7.5 26.4 15.6 12.5 12.2 0.9 13.6 0.5

227 79 51 36 21 91 44 35 19 2 21 3商業に関する

学科 100.0 34.8 22.5 15.9 9.3 40.1 19.4 15.4 8.4 0.9 9.3 1.3

120 52 47 12 16 46 16 5 6 1 11 3工業に関する

学科 100.0 43.0 39.7 9.9 13.2 38.0 14.0 4.1 5.0 0.8 9.1 2.5

113 47 34 19 8 38 9 11 7 2 18 2農業に関する

学科 100.0 41.6 30.1 16.8 7.1 33.6 8.0 9.7 6.2 1.8 15.9 1.8

70 27 18 8 5 29 5 8 7 1 12 1家庭に関する

学科 100.0 38.6 25.7 11.4 7.1 41.4 7.1 11.4 10.0 1.4 17.1 1.4

49 12 12 13 4 14 9 8 4 0 9 0福祉に関する

学科 100.0 24.5 24.5 26.5 8.2 28.6 18.4 16.3 8.2 0.0 18.4 0.0

31 13 8 6 1 5 2 7 2 0 7 1水産に関する

学科 100.0 41.9 25.8 19.4 3.2 16.1 6.5 22.6 6.5 0.0 22.6 3.2
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